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オンラインゲームと SNS  データから見るこの数年の変化 

オンラインゲーム「マインクラフト」（通称マイクラ）を親子で一緒に楽しんでいる、という家庭もあるように聞き

ます。情報収集し、試行錯誤を繰り返しながら自分がやりたいことができるこのゲームは、「世界を自分の手で作り」、

「可能性が無限大の冒険」を体験します。子供たちの心を惹きつけていることも納得です。このゲームをプログラミ

ング学習の一環としたり、創造力や表現力育成のプログラムとして利用したりする取り組みがあります。大阪のある

学校ではマインクラフト部がつくられました。ブロックを積み上げる仕組みを利用して分子構造や元素の学習に利用

する化学の授業や、地元の遺跡を製作する歴史学習の実践例がある学校もあるそうです。 

来年度の高校１年生から新学習指導要領による教育課程（新課程）が年次進行で始まります。本校でも現行課程の

高 3「情報」授業に代わり、高 1に「情報Ⅰ」を設けて必修科目とします。「情報Ⅰ」の学習内容は、（1）情報社会の

問題解決、（2）コミュニケーションと情報デザイン、（3）コンピュータとプログラミング、（4）情報通信ネットワーク

とデータの活用の 4分野となっています。現行「情報」授業との大きな違いは、内容に（3）の「プログラミング学習」

が加わることです。マイクラファンの生徒にとっては、その「壁」は高いものではないだろうと見ています。2025 年

度「大学入学共通テスト（新センター）」の必修科目にも加えられます。オンラインゲームに勝る授業の質と魅力が求

められています。 

ところで、オンラインゲームについて、気になるいくつかのデータを知りましたので紹介します。１つめは、京都府

および滋賀県の高校生約 6万 4千人を対象としたアンケート調査です。「ネットいじめ経験」がある高校生は、全体の

8.7％（2020年）、5年前（2015年）の 5.2％から 3.5ポイント増加しています。注目したい点は、SNSへの書き込みや

画像、動画、個人情報に類するトラブルが減少する一方で、オンラインゲームに関連する割合が急増し、「ネットいじ

め経験」全体の 40.7％を占めることです。2015年の同様の調査ではオンラインゲームに関わる件数はゼロでした。現

在の高校生世代が、5～6 年前の小学校高学年や中学時代に「マイクラ」「あつ森」「フォートナイト」「マリオカート」

にのめり込んでいった様子が伺えます。（原清治「ネットいじめの構造とその対策に関する実証的研究（Ⅵ）」より） 

 右のグラフは、オンラインゲームに関する年齢層別の消費 

者生活相談件数の推移です。特に 20歳未満の世代の相談件 

数が 3年で倍増しています。消費者相談ですから、ゲームア 

イテムの購入による課金が、高額請求にいたったという相談 

が主と推測されます。その背景には、友人どうしのキャラク 

ターのプレゼント交換をめぐるトラブルも少なからずあるこ 

とでしょう。また、チャットで知り合った見ず知らずの相手 

と直接会い、性被害の問題に発展する場合や、ゲームに夢中 

になり過ぎて時間をコントロールできず、学業や仕事よりゲ 

ームにのめり込み、自身の健康や学校生活、家族関係など社 

会生活に影響が出る「ゲーム依存（ゲーム障害）」と診断され 

るケースもあります。 

「世界を自分の手で作りましょう。可能性が無限大の冒険に出かけましょう。」（“Minecraft”公式サイトより） 

 

 

 

 

オンラインゲームに関する消費者生活相談件数の推移（年齢層別） 

（消費者庁「令和３年版 消費者白書」より） 

より 



インターネットや SNSの利用率の変化（総務省「令和 3年版 情報通信白書」より）も注視したいデータです。 

13～19歳の年齢層のインターネット利用率は、直近 3年間の全国平均で 97％でした。この数値については、公立学校

でも一人一台のタブレット保有を推進する「GIGA スクール」が進められていますから当然といえますが、SNS の利用

率については、75.0％（2018年）、80.5％（2019年）、86.1％（2020年）と 1年で 5～6ポイントずつ増加しています。

今年度（2021 年度）も来年もこの傾向は続くことが想定され、利用率はインターネットのそれと同レベルになること

でしょう。SNS は、「やっている人が多い」という時代から、中高生の「マストアイテム」の時代になっています。そ

の「波」に巻き込まれ、自分のマイナスとならないよう、上手に付き合いたいものです。マイクラにたとえるなら、ネ

ット社会が中高生に繰り返し「近接攻撃」を仕掛けてきます。「ダメージ」を受けないよう回避するとともに、「ポーシ

ョン（水薬）」を調合・醸造して「耐性」をつくる必要があります。 

スマホ使用のコロナ前と今  使い方の「家庭ルール」を 

電車に乗ると車内の乗客全員が下を向いてスマホ画面に見入っている、という光景が珍しくなくなりました。民間

シンクタンクが行った調査（20歳～69歳の男女約 5万人を対象）によると、「コロナ前」（2019年 12月）と「コロナ

禍」（2020年 8月）を比較すると、平日のスマホを使用する時間は、コロナ前の 2.9時間からコロナ禍の 3.11時間へ

7％増加、休日は 3.36時間が 3.64時間へ 8％増加しています。コロナ禍のステイホーム、リモート勤務や大学生のオ

ンライン授業の影響があるようです。また、自分でインターネット利用時間や方法をコントロールできない「ネット

依存」が 1.5倍、オンラインゲーム依存は 1.6倍に増加したと報告しています。（2021年 10月「KDDI総研」HP発表資

料より引用）  

中高生世代を対象とした調査ではありませんが、一斉休校や分散登校で在宅時間が長くなり、スマホの使用時間が

増えたことは確実でしょう。スマホを触っていないと落ち着かない、家族との食事中もスマホを操作する等々から始

まる「スマホ依存」は、健康を損ない、学習成績の著しい低下も引き起こします。この状態に陥っている中高生の割合

も増加していると考えられます。 

2学期に入り、朝の校門で「歩きスマホ」の注意の声がけをする機会が増えた印象があります。たまさか校門前でス

マホを取り出した、という場面なのか、上述の「波」が生徒に影響を与えているのかは分かりません。先日の職員会議

では、スマホ使用の指導についてのガイドラインをあらためて確認しました。内容は次のとおりです。 

〇どんな時も「歩きスマホ」をしないよう、繰り返し声がけする。 

〇各家庭の「スマホルール」を推奨する。（特に中学生について） 

・スマホ使用は午後 9時まで。 

    ・家族共用のリビングで充電する。 

・自室（勉強部屋）にスマホを持ちこまない。 

〇高校生も、家庭で話し合ってスマホルールを決めるよう働きかける。   

スマホもネットもツールとして賢く利用したいものです。もしかして「スマホ依存」かも知れない。「ネット依存」

「ゲーム障害」の状態かも知れない、と自分自身のことを振り返ってみることも大切だと思います。今後も、マナー指

導や情報モラル教育を推進したいと思います。特に「歩きスマホ」は事故に遭い、被害者となる可能性もあります。ご

家庭におかれましても、ぜひお子様への声がけをお願いいたします。 

生徒対象「授業評価アンケート」の２学期末の実施について 

授業アンケートを 2 学期末に行います。本校では、学校評価アンケート（生徒、保護者）を年度終わりの 3 学期に

実施していましたが、今年度は生徒による「授業評価アンケート」を２学期末に実施します。実施時期を早める理由

は、年度内にアンケート結果を確認して、教員が授業の質を向上させ、必要な改善をただちに行えるようにするため

です。なお、保護者の方向けの「学校評価アンケート」については、これまでとおり 3学期に実施する予定です。 

 



３学期始業式の１月８日  

1月 8日は、ちょうど 130年前、松蔭女子学院の前身「松蔭女学校」が開校した日です。記録によると、たった 8名

の生徒で学校がスタートしたそうです。その後、生徒数の増加により校舎が手狭（てぜま）になり、15年を経た 1906

年、現在の兵庫県庁の北西に校地を移し、本格的な新校舎を建設しました。その移転日が、現在、学校の創立記念日と

している 9月 17日です。 

3学期始業式の午後、学院の教職員全員で創立記念の礼拝の時間を持つ予定です。中高教職員は神戸松蔭女子学院大

学マグダレンチャペルに向かいます。そのため、この日の生徒最終下校時刻を特別に午後 2 時としています。ご迷惑

をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。なお、2022年 9月 17日（土）には、生徒が出席する

「創立 130周年記念式典」（於神戸国際会館）を予定しています。 

12月～冬休み明けの行事予定 

校内での主な行事の予定です。詳細は、各学年からの連絡でご確認ください。 

12月 3日（金） 高 1のみ授業④まで  

12月 4日（土） 高 1のみ期末考査開始。中学 GS授業あり。他の生徒は自宅学習日。 

         中学入試（課題図書プレゼン入試）説明会、高校入試説明会 

12月 6日（月）～9日（木） 期末考査 

12月 10日（金） 球技大会 

12月 11日（土） 自宅学習日。小学生対象「クリスマスの集い」 

12月 12日（日） 高校入試説明会 

12月 13日（月）～17日（金） 午前のみの短縮授業   

   13日（月）希望者実力テスト（中 1DS、中 2DS、中 3） 

   15日（水） ⑤⑥中 2「英語宿泊研修」説明会 

   17日（金） お誕生日礼拝 

   18日（土） 中学 GS授業あり。他の生徒は自宅学習日。 

12月 20日（月） 自宅学習日 

12月 21日（火） クリスマス礼拝（中学 13：00登校、高校 14:30登校） 

12月 22日（水） 大掃除、2学期終業式（8:45朝礼）  中学 GS学期末プレゼン  高 1星空観察合宿 

12月 23～1月 7日 冬休み 

 1月 8日（土） 3学期始業式（中学 8:45朝礼、高校 9：45朝礼）  最終下校時刻 14時 


